
　
東
西
基
幹
公
共
交
通
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
の
検
討
状
況
に
関
す
る
説
明
会
が

11
月
19
日
、
市
議
会
議
員
協
議
会
室
で
開
か
れ
、
市
か
ら
「
計
画
区
間

の
桜
通
り
十
文
字
〜
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
（
約
15
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
加
え
、
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
〜
芳

賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
間
を
延
伸
区
間
と
し
、
一
体
的
に
検
討
し
て
い

く
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
東
武
鉄
道
や
真
岡
鉄

道
と
の
接
続
、
桜
通
り
十
文
字
か
ら
と
ち
ぎ
健
康
の
森
方
面
へ
の
延
伸

も
見
据
え
、
芳
賀
町
を
加
え
た
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
化
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

優先区間の概要

JR宇都宮駅東口～宇都宮テクノポリスセンター地区　約12km

利 用 者 数�約13,740人/日

停 留 場 数�15か所（トランジットセンター5か所）

導 入 車 両�10編成

運 行 頻 度�ピーク時6本/時，オフピーク時4本/時

運　　　賃�100～400円の料金帯で設定

所 要 時 間�約31分

概算事業費�約260億円（うち、地方負担130億円）

収 支 予 測�収入：約6.4億円/年　支出：約6.3億円/年
※宇都宮市総合政策部LRT整備推進室作成資料から

　
宇
都
宮
市
で
は
平
成
25
年
３

月
に
「
東
西
基
幹
公
共
交
通
の

実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」
を

策
定
し
、
桜
通
り
十
文
字
付
近

〜
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
地
区
を
結
ぶ
区
間
に
優
先

的
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
す
る
方
針

を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
芳
賀
町

と
芳
賀
町
議
会
議
長
か
ら
要
望

を
受
け
、
芳
賀
町
と
と
も
に
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
芳
賀
・

高
根
沢
工
業
団
地
へ
の
延
伸
区

間
を
含
め
た
具
体
的
な
検
討
に

着
手
。
今
後
、
平
成
28
年
度
の

着
工
を
目
指
し
、
国
の
認
可
に

必
要
な
計
画
の
策
定
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

　
こ
う
し
た
市
の
動
き
に
対
応

し
、
市
議
会
で
も
公
共
交
通
調

査
特
別
委
員
会
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

含
む
東
西
基
幹
公
共
交
通
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
東

西
基
幹
公
共
交
通
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

形
成
を
支
え
る
重
要
な
都
市
軸

で
あ
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
適
切
か
つ

有
力
な
交
通
手
段
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
　

　
東
西
連
絡
機
能
の
強
化
や
駅
前
景
観
の
創
出

な
ど
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
「
岡
本
駅
周

辺
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
市
か
ら
12
月
19
日
、

計
画
概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
東
西
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
の
工
事

に
着
手
し
、
27
年
度
に
橋
上
駅
舎
、
西
口
広
場
、

駅
西
駐
輪
場
が
、
28
年
度
に
は
東
西
自
由
通
路
、

東
口
広
場
が
供
用
開
始
と
な
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
わ
が
会
派
の
五
月
女
伸
夫
議

員
が
一
般
質
問
な
ど
で
、
数
々
の
提
言
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
実
り
、
実
現

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
整
備
事
業
に
よ
り
、
東
西
の
交
流
が
進
み
、

利
便
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
岡
本
駅
周
辺

が
更
な
る
地
域
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
　

岡本駅東口整備イメージ

岡本駅西口整備イメージ
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第
４
回
定
例
会
一
般
質
問
で
、
わ
が
会
派
の

馬
上
剛
議
員
が
宇
都
宮
市
中
央
卸
売
市
場
の
活

性
化
を
取
り
上
げ
、
市
場
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
の
重
点
施
策
事
業
の
推
進
や
民
間
活
力

を
利
用
し
た
食
の
拠
点
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　
市
中
央
卸
売
市
場
は
、
野
菜
や
果
実
、
生
鮮

水
産
物
と
そ
の
加
工
品
な
ど
を
扱
う
市
場
と
し

て
、
簗
瀬
町
に
昭
和
50
年
に
オ
ー
プ
ン
。
市
で

は
、
平
成
24
年
に
、
卸
売
市
場
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
等
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
場
の

一
般
開
放
や
食
育
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
場
産
品

の
強
化
、
民
間
活
力
導
入
の
検
討
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
「
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成
33
年
目
標
）
」

を
策
定
し
、
事
業
懇
談
会
、
毎
月
第
２
土
曜
日

の
一
般
開
放
「
う
ん
め
ー
べ
朝
市
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
朝
市
は
毎
回
多
く

の
市
民
が
来
場
し
、
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ
っ
て
、
青

果
部
の
取
扱
金
額
が
平
成
25
年
７

月
か
ら
５
カ
月
連
続
で
前
年
同
時

期
を
上
回
る
な
ど
、
徐
々
に
成
果

も
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
更
に
活
性
化
を
図
る

た
め
、
施
設
整
備
や
用
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
の
調
査
、
一
般
消

費
者
に
開
か
れ
た
市
場
を
目
指
し

『
関
連
棟
の
常
時
開
放
』
に
向
け

た
新
規
店
舗
募
集
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
　

　
わ
が
会
派
で
は
、
市
民
に
開
か

れ
た
活
気
あ
ふ
れ
る
中
央
卸
売
市

場
の
実
現
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

高
速
道
路
の
本
線
上
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。
現
在
、
栃
木
県
内
に
は
佐

野
Ｓ
Ａ
、
上
河
内
Ｓ
Ａ
、
那
須
高
原
Ｓ
Ａ
（
い
ず
れ
も
東
北
自
動
車
道
）
の
３
箇

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
宇
都
宮
市
か
ら
（
仮
称
）
大
谷

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

概
要
に
つ
い
て
市
議
会
に
報
告
が

あ
り
、
そ
の
中
で
、
平
成
33
年
３

月
の
供
用
開
始
を
目
指
す
と
の
考

え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
概
要
に
よ
る
と
、
設
置
位
置
は

東
北
自
動
車
道
宇
都
宮
Ｉ
Ｃ
〜
鹿

沼
Ｉ
Ｃ
の
主
要
地
方
道
宇
都
宮
今

市
線
（
大
谷
街
道
）
交
差
部
付
近
。

接
続
形
式
は
高
速
道
路
本
線
か
ら

一
般
道
へ
接
続
さ
れ
る
高
速
道
路

本
線
直
結
型
・
上
下
線
分
離
方
式

で
、
東
北
自
動
車
道
の
上
り
線
が

市
道
２
４
５
７
号
線
（
中
丸
野
沢

線
）
、
下
り
線
が
主
要
地
方
道
宇

都
宮
今
市
線
（
大
谷
街
道
）
へ
接

続
さ
れ
る
計
画
で
す
。
利
用
交
通

量
は
、
供
用
時
に
１
日
当
た
り
約

５
千
台
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら（
仮

称
）
大
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
に

向
け
た
調
査
・
検
討
を
始
め
、
23

年
度
か
ら
国
土
交
通
省
、
東
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
、
栃
木
県
、

栃
木
県
警
と
の
勉
強
会
を
開
催
。

設
置
位
置
等
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
・
調
整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
地
元
説
明
会
（
事
業
説
明
会
）
、

現
地
測
量
、
道
路
予
備
設
計
（
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
ル
ー
ト
、
敷
地
幅

の
確
定
、
主
要
構
造
物
等
の
検
討
）

を
進
め
、
平
成
33
年
３
月
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
く
と
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
県
内
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

設
置
候
補
地
と
し
て
は
大
谷
の
ほ

か
東
北
自
動
車
道
の
矢
板
北
、
都

賀
西
方
、
北
関
東
自
動
車
道
の
壬

生
Ｓ
Ａ
の
４
箇
所
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　
（
仮
称
）
大
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
上
河
内
Ｓ
Ａ

に
次
い
で
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
し
て

は
宇
都
宮
市
内
２
箇
所
目
。
県
都

宇
都
宮
市
の
中
心
市
街
地
に
最
も

至
近
の
Ｉ
Ｃ
と
し
て
多
く
の
利
用

者
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
大
谷
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
は
、
東

北
自
動
車
道
の

宇
都
宮
Ｉ
Ｃ
、

北
関
東
自
動
車

道
の
宇
都
宮
上

三
川
Ｉ
Ｃ
な
ど

と
合
わ
せ
、
市

の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
、
わ

が
会
派
と
し
て

も
、
地
域
の
皆

様
の
要
望
等
も

踏
ま
え
な
が
ら

実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　

（仮称）大谷スマートIC接続イメージ図



　
―
県
内
小
学
生
の
握
力
等
の
能

力
が
過
去
最
低
を
更
新
し
た
と
報

じ
ら
れ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
体

力
向
上
に
向
け
た
施
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、

本
市
の
道
徳
教
育
に
対
す
る
考
え

方
は
。

水
越
教
育
長
　
日
常
生
活
に
お
け

る
運
動
習
慣
の
必
要
性
を
家
庭
や

地
域
へ
啓
発
す
る
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
総
合
的
な
体
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
道
徳
教

育
は
い
じ
め
問
題
の
抜
本
的
解
決

に
も
つ
な
が
る
。
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
宮
っ
子
を
育
成
す
る
た
め
、

道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地

区
整
備
事
業

②
雇
用
支
援
対
策

③
中
央
卸
売
市
場
活
性
化

④
経
営
基
盤
強
化
策
と
し
て
の

入
札
制
度
改
善

◆
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

①
中
心
市
街
地
再
開
発
事
業

②
中
心
市
街
地
活
性
化
策

◆
都
市
の
福
祉
力
を
高
め
る
政
策

に
つ
い
て

①
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
事
業

②
生
活
保
護
不
正
受
給
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み

◆
多
様
な
観
点
か
ら
の
人
づ
く
り

に
つ
い
て

①
環
境
都
市
を
目
指
し
た
人
づ

く
り

②
高
齢
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
推
進

◆
公
用
車
の
事
故
防
止
対
策
に
つ

い
て

　市民の方から本紙をはじめとす

る当会の活動等に関する数多くの

ご意見・ご要望等が寄せられてい

ます。下記にその一部をご紹介し

ます。

・自分も福島県の被災者なのです

が、園遊会での山本太郎議員の

振る舞いが許せません！しかし、

福島の事を捨てないでください。

現実は福島県へ帰ることは出来

ません。福島を忘れないでくだ

さい！　　　　　　女性

・私も高齢者なのですが、信号機

の歩行者の青信号の時間が短く

横断の途中で信号が変わってし

まいます。時間をもう少し長く

してもらいたい。　　　　女性

・街の中で歩いていると自転車が

横に並んで走っていたり、猛ス

ピードで歩いている人の横をす

り抜けていくなど、自分を含め

て危険に思います。どうにかし

てください！　　　　　　女性

　今後とも、多くのご意見・ご要

望をお寄せください。

　
―
国
に
お
い
て
米
の
生
産
調
整

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
見
据
え
米
生
産
の
自
由

度
を
高
め
る
こ
と
で
、
小
規
模
な

米
農
家
が
打
撃
を
受
け
、
地
域
農

業
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
る
。
本
市

水
田
農
業
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
見
解
を
伺
う
。

岡
本
経
済
部
長
　
収
益
性
が
確
保

で
き
る
園
芸
作
物
等
へ
の
転
換
を

支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
付
加
価

値
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
米
な
ど
特
色

あ
る
米
づ
く
り
の
推
進
、
Ｊ
Ａ
等

と
連
携
し
て
新
た
な
販
路
の
確
保

を
検
討
す
る
な
ど
、
本
市
の
水
田

農
業
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
平
成
26
年
度
予
算
化
要
望

②
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

③
新
交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
の
導

入
及
び
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

④
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

⑤
旧
宇
都
宮
市
斎
場
跡
地
の
緑
地
整
備

◆
市
税
の
収
納
対
策
強
化
に
つ
い
て

①
特
別
徴
収
事
業
所
の
一
斉
指

定
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

②
前
納
報
奨
金
制
度
の
見
直
し

と
納
税
環
境
の
整
備

◆
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
介
護
保
険
料
の
収
納
対
策

②
宇
都
宮
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
行
動
計
画

③
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
た

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
開
催

◆
本
市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

①
農
業
王
国
う
つ
の
み
や
の
実
現

②
有
害
鳥
獣
対
策

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

と
今
後
の
対
応

②
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
人
材
育
成

　
平
成
26
年
度
の
宇
都
宮
市
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
自
由
民
主
党
議
員
会
は
11
月

28
日
、
市
執
行
部
と
の
意
見
交
換
会
（
座

長
・
小
林
紀
夫
政
調
会
長
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
意
見
交
換

会
に
先
立
つ
10
月
４
日
に
、
来
年
度
の
宇

都
宮
市
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
重
点
要
望

事
項
13
項
目
を
含
む
27
項
目
の
要
望
書
を

佐
藤
市
長
に
提
出
し
、
市
施
行
部
に
来
年

度
予
算
に
反
映
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し

た
。
　
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
重
点
要
望

事
項
の
う
ち
、
①
市
地
域
資
源
を
活
用
し

た
戦
略
的
観
光
事
業
の
推
進
②
農
業
王
国

う
つ
の
み
や
の
推
進
③
新
交
通
シ
ス
テ
ム

（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
の
導
入
④
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
周

辺
地
区
整
備
の
推
進
、
市
街
地
再
開
発
の

推
進
の
４
つ
の
項
目
と
、
要
望
事
項
の
う

ち
、
①
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
の
充
実

②
雨
水
対
策
の
推
進
③
中
央
卸
売
市
場
機

能
の
充
実
の
３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
項
目
ご
と
に
執
行
部
か
ら
の
説
明

を
受
け
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
例
と
し
て
は
、
観
光
事
業
に
つ
い
て
、

有
効
な
観
光
資
源
で
あ
る
大
谷
地
区
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
、
外
国
人
観
光
客
の

増
加
に
伴
う
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
実

施
す
べ
き
、
道
の
駅
に
な
っ
た
ろ
ま
ん
ち

っ
く
村
を
さ
ら
に
有
効
活
用
す
べ
き
、
自

転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て

観
光
事
業
に
も
取
り
組
む
べ
き
、
な
ど
の

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
定
し
て
い
た
時
間
を
大
き
く
延
長
し
、

活
発
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。
　



　黒後久議員（自由民主党議員会）は、12月１日にご逝去されまし
た。享年73歳でした。
　黒後久議員は、昭和62年４月に初当選後、７期26年にわたり、市
政の発展、住民福祉の向上に尽力され、平成24年６月には永年議員
表彰を受賞されました。また、平成14年６月には第63代議長に選任
され、円滑な議会運営に取り組まれました。
　謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。

総務常任委員会委員　五月女伸夫

　宇都宮市議会は11月29日から12月19日までの21日間の会
期で第４回定例会を開き、平成25年度一般会計補正予算案
（16億5589万1千円）、平成25年度特別会計補正予算案（1
億1010万8千円）など市執行部提出議案36件を原案通り可
決しました。
　市執行部提出議案及び陳情の議決・採択状況は次の通り
です。
●平成25年度一般会計補正予算
●特別会計補正予算（競輪、駐車場、宇大東南部第２土地
区画整理事業）
●企業会計補正予算（水道事業、下水道事業）

●宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正
　　　　　　　　　　　　など、条例の一部改正８議案
●指定管理者の指定（宇都宮市五代若松原コミュティセンター）
　　　　　　　　　　　　など、指定管理者の指定19議案
●栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び栃木県市町村総合事務組合規約の一部変更に係る協議
●損害賠償の額の決定及び和解
●栃木県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体
の数の減少及び栃木県後期高齢者医療広域連合規約の一
部変更に係る協議
●市道路線の認定
　　　　　　　　　　＝以上、12月19日の本会議で可決

●市庁舎本庁舎内全面禁煙の徹底を求める陳情�→不採択
●新聞購読料への消費税軽減税率適用を求める陳情�→採　択
●（仮称）大谷スマートＩＣ設置箇所の変更に関する陳情�→不採択
●「『子宮頸がん検診対策の充実』を促進し、ＨＰＶ予防
ワクチン接種事業の一時中止を求める意見書」提出に関
する陳情� →不採択

黒後久議員のご逝去を悼む


